
  

 

 

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の

１－①を用いること。 
 
学校名 国際トータルファッション専門学校 
設置者名 学校法人 国際総合学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

服飾・家政専門課

程 

ファッション   

デザイン科 

夜 ・

通信 
３,０４０時間 

２４０時間 

３年制 
 

服飾・家政専門課

程 
ブライダル・コスチ

ュームデザイン科 

夜 ・

通信 
２,０００時間 

１６０時間 

２年制 
 

服飾・家政専門課

程 
スタイリスト科 

夜 ・

通信 
２,０００時間 

１６０時間 

２年制 
 

服飾・家政専門課

程 
ファッション   

ビジネス科 

夜 ・

通信 
２,０００時間 

１６０時間 

２年制 
 

服飾・家政専門課

程 

ファッション   

プロデュース科 

夜 ・

通信 
２,０００時間 

１６０時間 

２年制 
 

服飾・家政専門課

程 
国際ファッション 

ビジネス科 

夜 ・

通信 
２,０００時間 

１６０時間 

２年制 
 

服飾・家政専門課

程 
アパレルニット科 

夜 ・

通信 
２,０００時間 

１６０時間 

２年制 
 

服飾・家政専門課

程 
ファッション専攻科 

夜 ・

通信 
１,０００時間 

８０時間 

１年制 
 

（備考） 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

http://www.nitf.jp/information/index.html 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 
学科名 

（困難である理由） 

http://www.nitf.jp/information/index.html


  

 

 

 

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 
学校名 国際トータルファッション専門学校 
設置者名 学校法人 国際総合学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

http://www.nitf.jp/information/index.html 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 団体職員 

2019 年 6 月

1 日～2023

年 5月 31日 

政策的観点 

非常勤 会社役員 

2019 年 6 月

1 日～2023

年 5月 31日 

教育統括的観点 

非常勤 大学教授 

2019 年 6 月

1 日～2023

年 5月 31日 

教育統括的観点 

（備考） 

 

  

http://www.nitf.jp/information/index.html


  

 

 

 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 国際トータルファッション専門学校 

設置者名 学校法人 国際総合学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や

基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表している

こと。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

学科特性の専門的な知識・技術を取得するために必要な講義・実習・演習教育を取り入

れている。1年間の授業計画をたて公表する事で、学生が学習の目標を理解し、求めら

れる到達度を知ることで、学習する動機付けにつながる。担当教員がシラバスの授業計

画を立てるため、進度や内容について把握しながら指導が出来る。また、他教科との連

動も必要なため、担当教員どうしでもシラバスを共有し指導する事から、より専門性の

向上を図ることができる。 

 

公表スケジュール 

１、9月、前期シラバス総括と後期シラバスの調整。  

２、11月、次年度の学校運営方針を決定。 

３、1 月、1 年間のシラバス総括（シラバスの進度・内容・目標達成について総括）と

次年度ヘの授業内容改善点・目標達成・成績評価方法や基準の見直し。 

４、１月、次年度科目・年間スケジュール決定。 

５、２月、時間割り・シラバス決定。 

６、３月、http://www.nitf.jp/information/index.html へ公表。 

授業計画書の公表方法 http://www.nitf.jp/information/index.html 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定してい

ること。 

http://www.nitf.jp/information/index.html
http://www.nitf.jp/information/index.html


  

 

 

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 

成績評価は原則として各科目別で行われ、前期後期の各学期末に評価を行う。 

１、成績評価は授業態度、確認テスト、出席率、課題提出状況、科目終了時の考査など

の資料を基に行います。 

２、算出方法は以下の通り 

Ａ：成績評価はＡＢＣＤの４段階とする。 

Ｂ：科目評価は科目終了時に試験、レポート、提出課題などで評価します。 

３、評価基準は以下のとおり 

１００点満点換算で次の基準を目安とします。 

Ａ：１００～８０ Ｂ：７９～７０ Ｃ：６９～６０ Ｄ：５９～０（学力評価試験） 

 

考査基準 

前期後期終了時に、科目毎の出席を集計し、８０％以上の出席率に達しない者、および

通常提出課題が１００％提出されていない者は対象にはなりません。成績いかんにかか

わらずＤ評価となり、追試試験を受験しなければならない。また、補講時間・追試試験・

追試試験・課題提出が合格した場合は成績評価 C評価となる。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するととも

に、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

・成績評価は原則として各科目別で行われ、前期末（9 月）後期の各学期末（2 月）に

評価を行う。 

・成績評価はＡＢＣＤの４段階とする。 

・ＧＰＡとは、客観的な指標の設定には、「Ａ評価」から「Ｄ評価」に、それぞれ所定

のポイントを掛けた合計点を総科目数で割りスコアを算出し、そのスコアをもって成績

分布を算出する。 

（Ａ評価×４Ｐ×科目数）＋（Ｂ評価×３Ｐ×科目数）＋（Ｃ評価×２Ｐ×科目数）＋

（Ｄ評価×１Ｐ×科目数）÷総科目数＝スコア 

 

・前期・年間評価に算出されたＧＰＡを基に成績分布図を作成する。         

・各学生の状況把握と学生指導に活用する。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
http://www.nitf.jp/information/index.html 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施してい

ること。 

http://www.nitf.jp/information/index.html


  

 

 

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

本校では以下のような能力を身につけ、かつ所定の単位を修得した学生に対して卒業を

認定します。 

       

＜ディプロマポリシー＞ 

１．ファッション分野における専門知識と技術を修得し、それを実践的に応用できる能

力。 

２．企業人としての基本的な素養を持ち、達成すべき目標や自らが果たすべき責任、  

役割を自覚し行動できる能力。 

３．広い視野と豊かな人間性、時代の変化に柔軟に対応できる能力。 

 

＜卒業判定の手順＞  

前期後期期末で年間出席率が８０％以上あること、および通常提出課題が１００％提出

されている事。学費等の納入が完納している事。2 月の卒業判定会議において、学校長、

教務部長、事務局長により各学生の 卒業の可否を判定する。 

 

 

卒業判定について 

・各科目の出席率が年間授業時間数の８０％になること。 

・制作課題の規定基準を充たす事。 

・課外活動、行事活動の、年度中に定められた回数に参加すること。 

・該当年次の学費および諸費用を完納すること。 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
http://www.nitf.jp/information/index.html 

（シラバス策定と成績評価方法にて公表） 
 

  

http://www.nitf.jp/information/index.html


  

 

 

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の

４－①を用いること。 

学校名 国際トータルファッション専門学校 

設置者名 学校法人 国際総合学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 http://www.nitf.jp/information/index.html 
収支計算書又は損益計算書 http://www.nitf.jp/information/index.html 
財産目録 http://www.nitf.jp/information/index.html 
事業報告書 http://www.nitf.jp/information/index.html 
監事による監査報告（書） http://www.nitf.jp/information/index.html 

 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

服飾・家政 
服飾・家政専

門課程 

ファッションデザイ

ン科 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

３年 

   

  

昼     

  

3120単位時間／単位 

320 

 時間 

520 

時間 

2280 

時間 

0 

時間 

0   

 時間 

3120単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

90人 40人 0人 6人 8人 14人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）デザイン・パターン・縫製の幅広い分野で基本から応用的な要素を総合的に

導入し、それぞれの分野の専門性を高め、クリエイティブな感性や技術を修得します。 

＜1年次＞ 

服作りに必要な基本的な専門知識と技術を、実習・演習・講義を通して学びます。 

デザイン画での表現技法と発想力を学習し、軽衣料アイテムを中心とした平面作図に

よるパターン制作と、軽衣料中心とした縫製の基本の技術を学び、服の構造を理解し

ます。また、服装史や商品素材、色彩、ファッションビジネスなど幅広い知識を学習

し、色彩検定・洋裁技術検定・パーソナルカラー検定などの取得を目指します。また

海外研修では国際感覚の育成と異文化での見聞を広めます。 

 

＜2年次＞ 

2年次では、服の機能性、構造を理解する上で、立体裁断を取り入れ、平面と立体に

ついてより深く学います。パターン・縫製では重衣料を中心に、デザインや素材特性

も理解した上で、技術力の向上を図ります。デザインでは、国内外のコンテストへ積

極的に挑戦し、コンスタントに入賞する高い発想力と表現力を高めます。また、オリ

ジナルブランドの立案や企業プレゼンのポートフォリオ作成で、企画提案・プレゼン

テーション力を培います。さらにパターンメイキング検定・洋裁技術検定取得をめざ

http://www.nitf.jp/information/index.html
http://www.nitf.jp/information/index.html
http://www.nitf.jp/information/index.html
http://www.nitf.jp/information/index.html
http://www.nitf.jp/information/index.html


  

 

 

します。 

＜3年次＞ 

3年次では、2年次で得た専門的知識・技術を基に、国内外でのコンペティションで

のクリエイティブな感性や発想力、さらにコスト面や生産工程までも考え、アパレル

企業で即戦力となりうる服作りのテクニックを身に付けます。国内外からの一流のデ

ザイナー・パタンナーからの直接指導により、オリジナルブランド企画立案とプレゼ

ンテーション、高度な立体パターン技法を修得します。また産学プログラムとして 

売り場での商品展開として、職出しの知識と原価からの上代設定、下代の仕組みを学

習し、売れる商品企画のノウハウと商品化までのプロセスを学びます。 

 

毎年、年度末に各科目を考査し、次年度の年間授業計画を作成する。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

成績評価は原則として各科目別で行われ、前期後期の各学期末に評価を行う。 

１、成績評価は授業態度、確認テスト、出席率、課題提出状況、科目終了時の考査な

どの資料を基に行います。 

２、算出方法は以下の通り 

Ａ：成績評価はＡＢＣＤの４段階とする。 

Ｂ：科目評価は科目終了時に試験、レポート、提出課題などで評価します。 

３、評価基準は以下のとおり 

１００点満点換算で次の基準を目安とします。 

Ａ：１００～８０ Ｂ：７９～７０ Ｃ：６９～６０ Ｄ：５９～０ 

 

 

出席率８０％以上、課題提出１００％、課題評価、定期試験結果や学習意欲などで   

総合的に成績評価を行う。 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

・各科目の出席率が年間授業時間数の８０％以上になること。 

・制作課題の規定基準 C以上を充たすこと。 

・課外活動、行事活動の、年度中に定められた回数に参加すること。          

・該当年次の学費および諸費用を完納すること。 

学修支援等 

（概要） 

クラス担任制を採用しており、学習未達や欠席の長期欠席者に関しては、以下の通り

支援をしている。 

①本人との個人面談（担任もしくは担任以外の教務とも連携） 

②保護者との連携または三者面談 

③スクールカウンセラーとの連携 

④放課後の空き時間などで補講や個別対応にて課題フォロー。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 11人 

（100％） 

0人 

（  ％） 

9人 

（  81.8％） 

2人 

（  18.2％） 



  

 

 

（主な就職、業界等）                              

アパレル業・縫製業・ 

（就職指導内容） 

 １年次は就職実務での授業や企業研究、ガイダンス、面接練習を実施。        

2年次は企業受験に合わせた個別指導、グループ面接、個人面接練習など実施している。 

（主な学修成果（資格・検定等）                         

県洋裁技術検定 1級 91.7％、全国洋裁技術検定初級 100％、パターンメイキング検定 

3級 67％、色彩検定 3級 75％、パーソナルカラーモジュール１ 90.6％ 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  ４５人 ２人  4.4％ 

（中途退学の主な理由）                           

学習意欲の低下・学力不足・対人恐怖症 

（中退防止・中退者支援のための取組）                    

担任制・個人面談・三者面談・スクールカウンセリング・講演会 

 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

服飾・家政 
服飾・家政専

門課程 

ブライダル・コスチュ

ームデザイン科 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 

昼 

 

2080単位時間／単位 

280 

時間 

440 

時間 

1360 

時間 

0   

時間 

0   

時間 

2080単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

40人 25人 0人 6人 8人 14人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）                                    

ブライダルドレス・衣装・コスチューム制作を通して、ファッションにおける豊かな

創造性、独創性、感性を育て、デザイナー・パタンナー・ソーイングスタッフとして

の専門知識を高めます。 

＜1年次＞ 

服作りに必要な基本的な専門知識と技術を、実習・演習・講義を通して学びます。 

デザイン画での表現技法と発想力を学習し、軽衣料アイテムを中心とした平面作図に

よるパターン制作と、軽衣料中心とした縫製の基本の技術を学び、服の構造を理解し

ます。また、服装史や商品素材、色彩、ファッションビジネスなど幅広い知識を学習

し、色彩検定・洋裁技術検定・パーソナルカラー検定などの取得を目指します。また

海外研修では国際感覚の育成と異文化での見聞を広めます。 



  

 

 

 

＜2年次＞ 

2年次では、服の機能性、構造を理解する上で、立体裁断を取り入れ、平面と立体に

ついてより深く学います。前期のパターン・縫製では重衣料を中心に、デザインや素

材特性も理解した上で、技術力の向上を図ります。デザインでは、国内外のコンテス

トへ積極的に挑戦し、コンスタントに入賞する高い発想力と表現力を高めます。また、

ウェディングドレス製作では、人体の構造を理解し、高いパターン力と縫製技術を要

する高級素材や特殊素材などの知識と技術を習得します。さらにパターンメイキング

検定・洋裁技術検定取得をめざします。ブライダルコーディネート技能検定 3級の取

得を目指します。 

 

毎年、年度末に各科目を考査し、次年度の年間授業計画を作成する。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

成績評価は原則として各科目別で行われ、前期後期の各学期末に評価を行う。 

１、成績評価は授業態度、確認テスト、出席率、課題提出状況、科目終了時の考査な

どの資料を基に行います。 

２、算出方法は以下の通り 

Ａ：成績評価はＡＢＣＤの４段階とする。 

Ｂ：科目評価は科目終了時に試験、レポート、提出課題などで評価します。 

３、評価基準は以下のとおり 

１００点満点換算で次の基準を目安とします。 

Ａ：１００～８０ Ｂ：７９～７０ Ｃ：６９～６０ Ｄ：５９～０ 

 

 
出席率８０％以上、課題提出１００％、課題評価、定期試験結果や学習意欲などで   

総合的に成績評価を行う。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

・各科目の出席率が年間授業時間数の８０％以上になること。 

・制作課題の規定基準 C以上を充たす事。 

・課外活動、行事活動の、年度中に定められた回数に参加すること。         

（CFPポイントの取得） 

・該当年次の学費および諸費用を完納すること。 

 

学修支援等 

（概要） 

クラス担任制を採用しており、学習未達や欠席の長期欠席者に関しては、以下の通り支

援をしている。 

①本人との個人面談（担任もしくは担任以外の教務とも連携） 

②保護者との連携または三者面談 

③スクールカウンセラーとの連携 

④放課後の空き時間などで補講や個別対応をしている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 



  

 

 

 10人 

（100％） 

１人 

（  10％） 

7人 

（  70％） 

2人 

（ 20％） 

（主な就職、業界等）                              

アパレル業・縫製業・ブライダル業 

（就職指導内容） 

１年次は就職実務での授業や企業研究、ガイダンス、面接練習を実施。         

2年次は企業受験に合わせた個別指導、グループ面接、個人面接練習など実施している。 

（主な学修成果（資格・検定等））                                                

県洋裁技術検定 1級 91.7％、全国洋裁技術検定初級 100％、パターンメイキング検定 

3級 67％、色彩検定 3級 75％、パーソナルカラーモジュール１ 90.6％      

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

   １８人 １人  5.6％ 

（中途退学の主な理由）                           

経済的理由・進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組）                    

担任制・個人面談・三者面談・スクールカウンセリング・講演会 

 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

服飾・家政 
服飾・家政専

門課程 
スタイリスト科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 

昼 

 

2080単位時間／単位 

560 

時間 

320 

時間 

1200 

時間 

0 

時間 

0 

時間 

2080単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

60人 21人 0人 6人 9人 15人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）スタイリストやプレス広告業務にするにあたってのスタイリング技術やスタ

イリストとしての心得やマナーなどを習得する。またプレス広告業務を理解しプレス

として広告作成、企業と連携した広告作成など即戦力となる人材を育成します。 

＜1年次＞ 

スタイリストワークでは、アイロンのかけ方・サイズ調整・靴の裏張り・商品の取り

扱い方・着せつけ方など、現場に必要な基本的な知識・技術を取得します。またカメ

ラの基本操作や照明、機材の使い方などを理解し、人物撮り、物撮りの撮影テックニ

ックや、雑誌広告等の編集に役立つイラストレーターなど、クリエイティブなスキル



  

 

 

を身に付けます。また、2年次ブライダルコースへの選択可能のため、ブライダル業

界全般の知識やマナーについて学びます。また、ファッション史や商品素材、色彩、

ファッションビジネスなど幅広い知識も学び、さらに、色彩検定・洋裁技術検定・パ

ーソナルカラー検定・ファッション販売能力検定などの取得を目指します。また海外

研修では国際感覚の育成と異文化での見聞を広めます。 

 

<2年次> 

・スタイリストプレスコース 

1年次で習得した知識を活かし、２年次では企業との連携でクライアントの求める内

容を理解し、テーマに基づいた企画、プレゼンテーション、スタイリング、撮影など、 

現場実習で実践的に学びます。また、フォトショップでの写真構成や作品の精度をあ

げ、クリエイティブなスキルを身に付けます。ファッションリメイクなどで作品制作

や、スタイリング・メイク・フォトなどで、独自の世界観を表現できる能力を身に付

けます。さらに、ファッション販売能力検定 2級の取得を目指します。 

 

・ブライダルスタイリストコース 

1年次で習得した知識を活かし、２年次でブライダル企業との連携で、クライアント

の求める内容を理解し、テーマに基づいた企画、プレゼンテーション、着物スタイリ

ング、撮影など、現場実習で実践的に学びます。その他ブライダル企画では、ブライ

ダルプランに基づいたブライダルディスプレイ制作などで、ブライダルイメージを作

り上げます。また、トータルで表現できるブライダルドレススタイリングや、ブライ

ダル全般の知識を学びます。また、フォトショップでの写真構成や作品の精度をあげ、

クリエイティブなスキルを身に付けます。これらの学習を通し、ブライダルコーディ

ネート技能検定 3級取得を目指します。 

 

各学科の専門的で実践的な科目を開設し、講義、実習、演習を組み合わせた教育を展

開している。毎年、年度末に各科目を考査し、次年度の年間授業計画を作成する。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

成績評価は原則として各科目別で行われ、前期後期の各学期末に評価を行う。 

１、成績評価は授業態度、確認テスト、出席率、課題提出状況、科目終了時の考査な

どの資料を基に行います。 

２、算出方法は以下の通り 

Ａ：成績評価はＡＢＣＤの４段階とする。 

Ｂ：科目評価は科目終了時に試験、レポート、提出課題などで評価します。 

３、評価基準は以下のとおり 

１００点満点換算で次の基準を目安とします。 

Ａ：１００～８０ Ｂ：７９～７０ Ｃ：６９～６０ Ｄ：５９～０ 

 

出席率８０％以上、課題提出１００％、課題評価、定期試験結果や学習意欲などで   

総合的に成績評価を行う。 

卒業・進級の認定基準 

概要） 

・各科目の出席率が年間授業時間数の８０％以上になること。 

・制作課題の規定基準 C以上を充たす事。 

・課外活動、行事活動の、年度中に定められた回数に参加すること。          

・該当年次の学費および諸費用を完納すること。 

 

学修支援等 



  

 

 

（概要） 

クラス担任制を採用しており、学習未達や欠席の長期欠席者に関しては、以下の通り支

援をしている。 

①本人との個人面談（担任もしくは担任以外の教務とも連携） 

②保護者との連携または三者面談 

③スクールカウンセラーとの連携 

④放課後の空き時間などで補講や個別対応をしている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 29人 

（100％） 

0人 

（  0％） 

24人 

（  87.7％） 

5人 

（  17.3％） 

（主な就職、業界等）                              

スタイリスト・ファッションアドバイザー・ドレススタイリスト 

（就職指導内容） 

１年次は就職実務での授業や企業研究、ガイダンス、面接練習を実施。        2

年次は企業受験に合わせた個別指導、グループ面接、個人面接練習など実施している。 

（主な学修成果（資格・検定等））                         

ファッション販売検定 3級 90％、メイクセラピー検定 3級 100％、色彩検定 3級 75％、

パーソナルカラーモジュール１ 90.6％                           

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  ４０人 １人  2.5％ 

（中途退学の主な理由）                           

人間関係・ホームシック                            

（中退防止・中退者支援のための取組）                    

担任制・個人面談・三者面談・スクールカウンセリング・講演会   

 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

服飾・家政 
服飾・家政専

門課程 

ファッションビジネ

ス科 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 

  

昼 
 

2080単位時間／単位 

 

520 

時間 

960 

時間 

600 

時間 

0 

時間 

0 

時間 

2080単位時間 



  

 

 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

40人 34人 0人 6人 5人 11人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

各学科の専門的で実践的な科目を開設し、講義、実習、演習を組み合わせた教育を展

開している。毎年、年度末に各科目を考査し、次年度の年間授業計画を作成する。 

（概要）販売員を目指すとともに将来バイヤー、マーチャンダイザー、ＷＥＢ担当者

などにキャリアアップするための専門性を高め、技術を修得します。 

＜1年次＞ 

販売に必要な基本的な専門知識と技術を、実習・演習・講義を通して学びます。 

ロールプレイングやＶＭＤでは販売員に必要な接客方法や購買心理、陳列方法などを

学習します。また、服装史や商品素材、色彩、ファッションビジネスなど幅広い知識

を学習し、ファッション販売能力検定・色彩検定・パーソナルカラー検定などの取得

を目指します。また海外研修では国際感覚の育成と異文化での見聞を広めます。 

＜2年次＞ 

2年次では、将来キャリアアップするための知識や技術を学びます。バイヤーになる

ための国内・海外での買付実習や店舗運営で実店舗の運営やＳＮＳでの告知方法など

より実践的に役立つ、知識や技術力の向上を図ります。接客では国内の専門学校が参

加するロールプレイングコンテストへ積極的に挑戦し入賞する接客力を高めます。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

成績評価は原則として各科目別で行われ、前期後期の各学期末に評価を行う。 

１、成績評価は授業態度、確認テスト、出席率、課題提出状況、科目終了時の考査な

どの資料を基に行います。 

２、算出方法は以下の通り 

Ａ：成績評価はＡＢＣＤの４段階とする。 

Ｂ：科目評価は科目終了時に試験、レポート、提出課題などで評価します。 

３、評価基準は以下のとおり 

１００点満点換算で次の基準を目安とします。 

Ａ：１００～８０ Ｂ：７９～７０ Ｃ：６９～６０ Ｄ：５９～０ 

 

出席率８０％以上、課題提出１００％、課題評価、定期試験結果や学習意欲などで   

総合的に成績評価を行う。 

卒業・進級の認定基準 

概要） 

・各科目の出席率が年間授業時間数の８０％以上になること。 

・制作課題の規定基準 C以上を充たす事。 

・課外活動、行事活動の、年度中に定められた回数に参加すること。          

・該当年次の学費および諸費用を完納すること。 

 

学修支援等 

（概要） 

クラス担任制を採用しており、学習未達や欠席の長期欠席者に関しては、以下の通り支

援をしている。 

①本人との個人面談（担任もしくは担任以外の教務とも連携） 

②保護者との連携または三者面談 

③スクールカウンセラーとの連携 

④放課後の空き時間などで補講や個別対応をしている。 



  

 

 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 17人 

（100％） 

0人 

（  0％） 

14人 

（  82.4％） 

3人 

（ 17.6％） 

（主な就職、業界等）                              

アパレル業界 

（就職指導内容） 

１年次は就職実務での授業や企業研究、ガイダンス、面接練習を実施。2 年次は企業受

験に合わせた個別指導、グループ面接、個人面接練習など実施している。 

（主な学修成果（資格・検定等））                         

ファッション販売検定 3級 90％、色彩検定 3級 75％、パーソナルカラーモジュール１ 

90.6％    

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  39人 ４人  10.3％ 

（中途退学の主な理由）                           

人間関係・目的意識の低下・生活の乱れ・学力不足 

（中退防止・中退者支援のための取組）                    

担任制・個人面談・三者面談・スクールカウンセリング・講演会    

 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

服飾・家政 
服飾・家政専

門課程 

ファッションプロデ

ュース科 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 

  

昼   

2080単位時間／単位 

520 

時間 

800 

時間 

760 

時間 

0 

時間 

0 

時間 

2080単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

40人 18人 0人 6人 6人 12人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）                                    

各学科の専門的で実践的な科目を開設し、講義、実習、演習を組み合わせた教育を展

開している。毎年、年度末に各科目を考査し、次年度の年間授業計画を作成する。 



  

 

 

（概要）ファッションデザインや企画ファション業界での企画職の流れを総合的に学

びます。 

＜1年次＞ 

服作りに必要な基本的な専門知識と技術を、実習・演習・講義を通して学びます。 

ブランドを立案するための企画力とマーケティング力を学びます。また、企画した商

品のＷＥＢでの販売方法やモデルコーディネートカタログ撮影などに必要なカメ

ラ・メイクの技術なども学びます。商品素材、色彩、ファッションビジネスなど幅広

い知識を学習し、色彩検定・パーソナルカラー検定などの取得を目指します。また海

外研修では国際感覚の育成と異文化での見聞を広めます。 

＜2年次＞ 

2年次では、服の企画を基に服を実際に外注依頼し製作します。実際に服を製作し 

ＷＥＢでの告知やカタログ撮影までの流れを体感します。 

洋服の作りに必要な生産管理で洋服の構造などを学び、将来工場へ発注できる知識を

身につけます。 

 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

成績評価は原則として各科目別で行われ、前期後期の各学期末に評価を行う。 

１、成績評価は授業態度、確認テスト、出席率、課題提出状況、科目終了時の考査な

どの資料を基に行います。 

２、算出方法は以下の通り 

Ａ：成績評価はＡＢＣＤの４段階とする。 

Ｂ：科目評価は科目終了時に試験、レポート、提出課題などで評価します。 

３、評価基準は以下のとおり 

１００点満点換算で次の基準を目安とします。 

Ａ：１００～８０ Ｂ：７９～７０ Ｃ：６９～６０ Ｄ：５９～０ 

 

出席率８０％以上、課題提出１００％、課題評価、定期試験結果や学習意欲などで   

総合的に成績評価を行う。 

卒業・進級の認定基準 

概要） 

・各科目の出席率が年間授業時間数の８０％以上になること。 

・制作課題の規定基準 C以上を充たす事。 

・課外活動、行事活動の、年度中に定められた回数に参加すること。          

・該当年次の学費および諸費用を完納すること。 

 

学修支援等 

（概要） 
クラス担任制を採用しており、学習未達や欠席の長期欠席者に関しては、以下の通り支

援をしている。 

①本人との個人面談（担任もしくは担任以外の教務とも連携） 

②保護者との連携または三者面談 

③スクールカウンセラーとの連携 

④放課後の空き時間などで補講や個別対応をしている。 

 

 

 

 



  

 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 7人 

（100％） 

1人 

（  14.3％） 

5人 

（  71.4％） 

1人 

（  14.3％） 

（主な就職、業界等）                              

アパレル業 

（就職指導内容） 

１年次は就職実務での授業や企業研究、ガイダンス、面接練習を実施。2 年次は企業受

験に合わせた個別指導、グループ面接、個人面接練習など実施している。 

（主な学修成果（資格・検定等））                         

ファッション販売検定 3級 90％、色彩検定 3級 75％、パーソナルカラーモジュール１ 

90.6％ 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  13人 １人  7.7％ 

（中途退学の主な理由）                           

入学当初からほぼ不登校・対人恐怖症 

（中退防止・中退者支援のための取組）                    

担任制・個人面談・三者面談・スクールカウンセリング・講演会 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

服飾・家政 
服飾・家政専

門課程 

国際ファッション 

ビジネス科 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 

     

昼  

2080位時間／単位 

1320 

時間 

520 

時間 

240 

時間 

0 

時間 

0 

時間 

2080単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

40人 5人 0人 6人 4人 10人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

語学力とアパレル業界の専門知識を生かし、国内・海外のファッション業界でグロー

バルに活躍できるバイヤー、マーチャンダイザー、ビジュアルマーチャンダイザーな

どにキャリアアップするための語学・専門知識を取得します。そして海外でも活躍で

きるコミュニケーション能力の高い即戦力型の人物を目指します。 

＜1年次＞ 



  

 

 

TOEICのスコアアップ（目標５７０点）を目標に、総合的に語学力をインプットして

いきます。リスニング＆スピーキング力を身に着け、コミュニケーション能力を高め、

リーディング＆ライティング力を身に着け、英文の構造（ポイントを書く箇所、よく

使うキーワードなど）を学び、少量読んで効率良く情報を得るテクニックを身につけ

ます。また、語学の基礎となる文法を学習し、適切な英語表現を身に着けます。イデ

ィオムなどの熟語や英単語を覚え、会話に役立つボキャブラリーを学びます。TOEIC

高得点取得を目標に実践的に指導。効率的なトレーニングを繰り返し、確実にスコア

アップを図ります。また、ファッション分野の知識として、ビジュアルマーチャンダ

イザ―で実際の什器を用いて実習を行い、什器の使用方法、展示方法、ショップレイ

アウトなどを行います。また、ファッション史や商品素材、色彩、ファッションビジ

ネスなど幅広い知識も学び、さらに、色彩検定・パーソナルカラー検定・ファッショ

ン販売能力検定などの取得を目指します。また海外研修では海外の市場で商品の買い

付けや輸入、関税の仕組みなどを学び、海外ファッションビジネスに役立つ知識を養

います。 

＜2年次＞ 

1年次に学んだ知識を活かし、2年次ではアウトプットを中心に、ディスカッション

や自分の意見が述べられるように英語の応用力を養います。 

TOEICのスコアアップ（目標６５０点）を目標に、総合的に語学力を学びます。リス

ニング＆スピーキング力、コミュニケーション能力を高め、リーディング＆ライティ

ング力、英文の構造を学び、適切な英語表現を身に着けます。新しい単語を利用した

会話練習をはじめ、効率的なトレーニングを繰り返し、確実にスコアアップを図りま

す。また、ファッション分野ではコーディネート、VMD、店舗運営など商品の仕入れ

や販売など実践的に取り組み、即戦力で活用できる知識・技術を養います。これらの

学習を通して、TOEICハイスコアの取得や英語検定実務試験、ファッション販売能力

検定 2級取得を目指します。 

 

各学科の専門的で実践的な科目を開設し、講義、実習、演習を組み合わせた教育を展

開している。毎年、年度末に各科目を考査し、次年度の年間授業計画を作成する。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

成績評価は原則として各科目別で行われ、前期後期の各学期末に評価を行う。 

１、成績評価は授業態度、確認テスト、出席率、課題提出状況、科目終了時の考査な

どの資料を基に行います。 

２、算出方法は以下の通り 

Ａ：成績評価はＡＢＣＤの４段階とする。 

Ｂ：科目評価は科目終了時に試験、レポート、提出課題などで評価します。 

３、評価基準は以下のとおり 

１００点満点換算で次の基準を目安とします。 

Ａ：１００～８０ Ｂ：７９～７０ Ｃ：６９～６０ Ｄ：５９～０ 

 
出席率８０％以上、課題提出１００％、課題評価、定期試験結果や学習意欲などで   

総合的に成績評価を行う。 

卒業・進級の認定基準 

概要） 

・各科目の出席率が年間授業時間数の８０％以上になること。 

・制作課題の規定基準 C以上を充たす事。 

・課外活動、行事活動の、年度中に定められた回数に参加すること。           

・該当年次の学費および諸費用を完納すること。 

 



  

 

 

学修支援等 

（概要） 

クラス担任制を採用しており、学習未達や欠席の長期欠席者に関しては、以下の通り支

援をしている。 

①本人との個人面談（担任もしくは担任以外の教務とも連携） 

②保護者との連携または三者面談 

③スクールカウンセラーとの連携 

④放課後の空き時間などで補講や個別対応をしている。  

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ７人 

（100％） 

0人 

（  0％） 

2人 

（  28.6％） 

５人 

（  71.4％） 

（主な就職、業界等）                              

アパレル業界 

（就職指導内容） 

１年次は就職実務での授業や企業研究、ガイダンス、面接練習を実施。2 年次は企業受

験に合わせた個別指導、グループ面接、個人面接練習など実施している。 

（主な学修成果（資格・検定等））                       

英語実技検定 2級 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  10人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

（中退防止・中退者支援のための取組）                    

担任制・個人面談・三者面談・スクールカウンセリング・講演会     

 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

服飾・家政 
服飾・家政専

門課程 
アパレルニット科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 

   

昼  

2080単位時間／単位 

280 

時間 

400 

時間 

1400 

時間 

0 

時間 

0 

時間 

2080単位時間 



  

 

 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

30人 2人 0人 6人 8人 14人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）                                    

服作りに必要な専門知識と技術をベースに、ニットデザイン、ニットパタンナー、  

編立に必要不可欠な専門力を高めます。 

＜1年次＞ 

服作りに必要な基本的な専門知識と技術を、実習・演習・講義を通して学びます。 

デザイン画での表現技法と発想力を学習し、軽衣料アイテムを中心とした平面作図に

よるパターン制作と、軽衣料中心とした縫製の基本の技術を学び、服の構造を理解し

ます。ニット授業では、糸や編地、編機の種類、染色。編地の加工、ニット製品が出

来る過程また、服装史や商品素材、色彩、ファッションビジネスなど幅広い知識を学

習する。これらの学習を通し、色彩検定・洋裁技術検定・パーソナルカラー検定など

の取得を目指します。また海外研修では異文化交流と見聞を高めます。 

＜2年次＞ 

2年次では、服の機能性、構造を理解する上で、立体裁断を取り入れ、平面と立体に

ついてより深く学います。前期のパターン・縫製では重衣料を中心に、デザインや素

材特性も理解した上で、技術力の向上を図ります。デザインでは、国内外のコンテス

トへ積極的に挑戦し、コンスタントに入賞する高い発想力と表現力を高めます。また

後期からはニット企業のインターンシップで、ニット全般の知識と技術を学び、オリ

ジナルデザインからのニット製品に作り上げるまでの過程で、ニット独自の製品づく

りを学びます。これらの学習を通し、パターンメイキング検定・洋裁技術検定の取得

を目指します。 

 

各学科の専門的で実践的な科目を開設し、講義、実習、演習を組み合わせた教育を展

開している。毎年、年度末に各科目を考査し、次年度の年間授業計画を作成する。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

成績評価は原則として各科目別で行われ、前期後期の各学期末に評価を行う。 

１、成績評価は授業態度、確認テスト、出席率、課題提出状況、科目終了時の考査な

どの資料を基に行います。 

２、算出方法は以下の通り 

Ａ：成績評価はＡＢＣＤの４段階とする。 

Ｂ：科目評価は科目終了時に試験、レポート、提出課題などで評価します。 

３、評価基準は以下のとおり 

１００点満点換算で次の基準を目安とします。 

Ａ：１００～８０ Ｂ：７９～７０ Ｃ：６９～６０ Ｄ：５９～０ 

 

出席率８０％以上、課題提出１００％、課題評価、定期試験結果や学習意欲などで   

総合的に成績評価を行う。 

卒業・進級の認定基準 

概要） 

・各科目の出席率が年間授業時間数の８０％以上になること。 

・制作課題の規定基準 C以上を充たす事。 

・課外活動、行事活動の、年度中に定められた回数に参加すること。          

・該当年次の学費および諸費用を完納すること。 

 



  

 

 

学修支援等 

（概要） 

クラス担任制を採用しており、学習未達や欠席の長期欠席者に関しては、以下の通り支

援をしている。 

①本人との個人面談（担任もしくは担任以外の教務とも連携） 

②保護者との連携または三者面談 

③スクールカウンセラーとの連携 

④放課後の空き時間などで補講や個別対応をしている。 

 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ０人 

（％） 

０人 

（  ％） 

０人 

（  ％） 

０人 

（  ％） 

（主な就職、業界等）                              

まだ卒業生はおりませんが、アパレル業界・縫製業・アパレルニット業界就職を目指します。 

（就職指導内容） 

１年次は就職実務での授業や企業研究、ガイダンス、面接練習を実施。         

2年次は企業受験に合わせた個別指導、グループ面接、個人面接練習など実施している。 

（主な学修成果（資格・検定等））                         

県洋裁技術検定 1級 91.7％、全国洋裁技術検定初級 100％、パターンメイキング検

定 3級 67％、色彩検定 3級 75％、パーソナルカラーモジュール１ 90.6％ 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  2人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

（中退防止・中退者支援のための取組）                    

担任制・個人面談・三者面談・スクールカウンセリング・講演会  

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

服飾・家政 
服飾・家政専

門課程 
ファッション専攻科   

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

１年 

   

  

昼     

 

1040単位時間／単位 

40 

 時間 

       

 時間 

1000 

時間 

0 

時間 

0   

 時間 

1040単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

15人 １人 0人 6人 8人 14人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

専攻科では、本校専門課程で得た又はそれらに相当する専門知識・技術を基に、国内

外でのコンペティションでのクリエイティブな感性や発想力、さらにコスト面や生産

工程までも考え、アパレル企業で即戦力となりうる服作りのテクニックを身に付けま

す。国内外からの一流のデザイナー・パタンナーからの直接指導により、オリジナル

ブランド企画立案とプレゼンテーション、高度な立体パターン技法を修得します。ま

た産学プログラムとして 

売り場での商品展開として、職出しの知識と原価からの上代設定、下代の仕組みを学

習し、売れる商品企画のノウハウと商品化までのプロセスを学びます。 

 

毎年、年度末に各科目を考査し、次年度の年間授業計画を作成する。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

成績評価は原則として各科目別で行われ、前期後期の各学期末に評価を行う。 

１、成績評価は授業態度、確認テスト、出席率、課題提出状況、科目終了時の考査な

どの資料を基に行います。 

２、算出方法は以下の通り 

Ａ：成績評価はＡＢＣＤの４段階とする。 

Ｂ：科目評価は科目終了時に試験、レポート、提出課題などで評価します。 

３、評価基準は以下のとおり 

１００点満点換算で次の基準を目安とします。 

Ａ：１００～８０ Ｂ：７９～７０ Ｃ：６９～６０ Ｄ：５９～０ 

 

出席率８０％以上、課題提出１００％、課題評価、定期試験結果や学習意欲などで   

総合的に成績評価を行う。 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

・各科目の出席率が年間授業時間数の８０％以上になること。 

・制作課題の規定基準 C以上を充たすこと。 

・課外活動、行事活動の、年度中に定められた回数に参加すること。          

・該当年次の学費および諸費用を完納すること。 

学修支援等 



  

 

 

概要） 

クラス担任制を採用しており、学習未達や欠席の長期欠席者に関しては、以下の通り

支援をしている。 

 

①本人との個人面談（担任もしくは担任以外の教務とも連携） 

②保護者との連携または三者面談 

③スクールカウンセラーとの連携 

④放課後の空き時間などで補講や個別対応にて課題フォロー。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 1人 

（100％） 

0人 

（  ％） 

１人 

（  100％） 

人 

（  ％） 

（主な就職、業界等）                              

アパレル業・縫製業・ 

（就職指導内容） 

専攻科では、企業受験に合わせた個別指導、グループ面接、個人面接練習など実施して

いる。 

（主な学修成果（資格・検定等） 

パターンメイキング検定 2級・                         

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  １人 ０人  ０％ 

（中途退学の主な理由）                            

（中退防止・中退者支援のための取組）                    

担任制・個人面談・三者面談・スクールカウンセリング・講演会 

 

 

 

 

 

 

  



  

 

 

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

ファッション

デザイン科 
70,000円 580,000円 440,000円  

ブライダル・

コスチューム

デザイン科 
70,000円 580,000円 440,000円  

スタイリスト

科 70,000円 580,000円 440,000円  
ファッション

ビジネス科 
70,000円 580,000円 440,000円  

ファッション

プロデュース

科 
70,000円 580,000円 

440,000円  
国際ファッシ

ョンビジネス

科 
70,000円 580,000円 

440,000円  
アパレル  

ニット科 
70,000円 580,000円 440,000円  

ファッション

専攻科     
70,000円 580,000円 440,000円  

修学支援（任意記載事項） 

 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

学校のホームページにて公表 

http://www.nitf.jp/information/index.html 
 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

■本校は教育活動その他の学校運営の状況について評価を行い、その結果に基づき学校

運営の改善を図り教育水準の向上に努める。 

 

■評価委員の定数 

４名 

 

■専修学校における学校評価ガイドライン下記の１０項目について自己評価を行い評価

委員より評価を頂く。 

 

１．教育理念・目標 

 

２．学校運営 

 

３．教育活動 

 

４．学修成果 

 

http://www.nitf.jp/information/index.html


  

 

 

５．学生支援 

 

６．教育環境 

 

７．学生の受入れ募集 

 

８．財務 

 

９．法令等の遵守 

 

１０．社会貢献・地域貢献 

 

■自己評価を基に学校関係者評価委員会の会議を開催し企業役員・卒業生からの評価を

受ける 

 

■評価結果の活用方法 

会議の結果を基に学校運営に活かす。 

 

 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

新潟県ニット工業組合 理事長 

髙橋 雅文 

平成２９年４月１日～

平成３１年３月３１日 

企業委員 

株式会社 サンクミル  

代表取締役社長 関川 博史 

平成２９年４月１日～

平成３１年３月３１日 

企業委員 

井上 昌紀 平成２９年４月１日～

平成３１年３月３１日 

保護者 

大倉 敦志 平成２９年４月１日～

平成３１年３月３１日 

卒業生 

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

http://www.nitf.jp/information/index.html 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

http://www.nitf.jp/information/index.html 

 

http://www.nitf.jp/information/index.html
http://www.nitf.jp/information/index.html

